
会津若松市 企画政策部
企画調整課 スマートシティ推進室

会津若松市への企業版ふるさと納税のご案内



会津若松市のご紹介



会津若松市の概要
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✓人口 約11万5千人

✓磐梯山、猪苗代湖などの豊かな自然

✓古くから交通の要衝として栄えた歴史のまち

✓年間300万人を超える観光客が訪れる

●福島県会津地方の中心都市

●主な産業

✓稲作や施設園芸を中心とした農業

✓豊富な観光資源を生かした観光産業

✓酒、漆器などの伝統産業

✓「スマートシティAiCT」を中心とするICT関連産業

✓豊かな自然を生かした再生可能エネルギー関連産業



「スマートシティ会津若松」の取組

20歳代、20歳代未満の年代の転出超過が際立って多い
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出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告年報」をもとに会津若松市作成

（人）

20歳代未満～30歳代の
転出超過人数の合計 598人

若年層の転出

「スマートシティ会津若松」（H25～）
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年1,000人以上のペースで人口が減少

出典：「第2期会津若松市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」

本市人口のピーク
（1995年）
137,066人

2023年

人口減少

将来に向けて持続力と回復力のある力強い地域社会と
安心して快適に暮らすことのできるまちづくりを進めるため、
健康や福祉、教育、防災、エネルギー、交通、環境など、様々な分野で、
ICT（情報通信技術）やデジタルを活用した取組を推進



デジタルを活用した
「会津若松モデル」による
ゼロカーボンシティ会津若松

実現プロジェクト
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「ゼロカーボンシティ会津若松」宣言

✓R3年12月、市長が記者会見で発表

✓2050年までのできるだけ早い時期に

温室効果ガス排出量を実質ゼロにする



「ゼロカーボンシティ会津若松」の実現に向けて
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会津若松市の再生可能エネルギー発電施設
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太陽光発電 風力発電

木質バイオマス発電 小水力発電

ナリ会津太陽光発電所 会津若松ウインドファーム

グリーン発電会津 会津戸ノ口堰小水力発電所
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「会津若松モデル」とは

再生可能エネルギーを通じた

関係人口の拡大

カーボン
ニュートラル

スマートシティ
会津若松

×

デジタルを活用した地域産業の

高付加価値化

再生可能エネルギー電気・
環境価値の地域内循環による

脱炭素化

＝
会津若松
モデル

今回とくにご紹介したい取組
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横浜市・京都市との再生可能エネルギーに関する連携協定

京都市

横浜市

会津若松市
●横浜市との連携協定（H31）
✓再エネの創出・導入・利用拡大

✓相互の地域活力の創出

✓再エネ等に関する国等への政策提言

「地域循環共生圏」の創出

●京都市との連携協定（R2）

✓再エネの創出・導入・利用拡大

✓相互の地域活力の創出

横浜市との連携協定 京都市との連携協定
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横浜市との取り組み

✓R3年8月～ 横浜市に再エネ供給開始

✓市内の風力発電所で発電された電気を

みなとみらい21地区のオフィスビル等に供給

✓電気代の一部を地域活性化資金として

市内のNPO法人等に寄附

✓再エネを使う横浜市の市民と

再エネを作る会津若松市の市民との

交流事業を実施

交流を継続し、
関係人口の増加につなげていきたい



９



９



お問い合わせ先・ご相談先

福島県会津若松市役所
企画政策部 企画調整課 スマートシティ推進室

所在地 福島県会津若松市追手町（おうてまち）2-41

電 話 0242-23-4186

メール smart@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp

企業版ふるさと納税 で検索
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